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厚生委員会情報連絡一覧表

件  名 内  容 日時及び場所 ＰＲの方法 

１ 「令和７年度 

第１回看護＆介護

就職フェア」の開催

について 

所管課 

【衛生管理課】 

 足立区医師会主催・足立区共催によ

り、看護職・介護職の発掘と就業促進

を目的として、医療機関・介護施設等

の紹介を行う今年度１回目の「看護＆

介護就職フェア」を開催する。 

１ 事業内容 

 看護職や介護職の資格を有してい

る方が、子育てや他業種勤務等の理

由で医療・介護分野から離職されて

いる。その方々の復職または転職支

援のため、区内医療機関・介護施設

からの求人情報を発信する。 

当日はブースを設置し、各医療機

関・介護施設の職員から、来場者に

対して各施設の紹介や直接面談を実

施する。 

２ 実施主体 

主催：足立区医師会 

共催：足立区 

ハローワーク足立

東京都ナースプラザ 

協力：足立看護管理者連絡会 

【日時】 

令和７年 

９月７日（日） 

午前１０時３０

分～午後３時 

【会場】 

シアター1010  

11階ギャラリー 

【その他】 

入場無料 

予約・履歴書不

要 

服装自由 

区広報 

８月１０日

号 

区ホームペ

ージ 

区公式 SNS 

ポスター掲

示、チラシ

配布 

（保健セン

ター、住区

センター、

区立保育園

、地域包括

支援センタ

ー等） 

【参考】令和７年２月実績（前回） 

※会場は天空劇場（東京芸術センター）

①参加施設数：１９所

［内訳］

  医療施設：１１所 

  介護施設： ２所 

  グループ 

  （医療・介護両方）：６所 

②来場者数： ５９人

③面談者数：１５３人（延べ）

④採 用 者：  ２人（７/１４現在） 
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厚生委員会情報連絡一覧表

件  名 内  容 日時及び場所 ＰＲの方法 

２ 「第８回あだち保

護猫たちの譲渡

会」と「パネル展示」

の開催について 

所管課 

【生活衛生課】 

NPO法人と足立区との共催により、足

立区内で保護等された保護猫に係る猫

の譲渡会を開催する。また、NPO法人の

日ごろの活動や地域猫活動等に関する

パネル展示等と区の飼い主のいない猫

を減らす活動等を紹介するパネル展を

合わせて開催する。 

１ 主催 

  足立区、NPO法人３団体（あだち動

物共生ネットワーク、けだ・まも、 

Human Animal Pairs（ヒューマン 

アニマル ペアーズ））との共催。

２ 概要 

（１）議会棟エントランスで保護猫の

譲渡会を実施。アトリウムで NPO

活動の PR等も実施予定。 

（２）アトリウムで飼い主のいない猫

を減らす活動などを紹介するパネ

ル展示（区主催）を実施。

３ 今後の予定 

（１）今回含め今年度３回実施予定。

（２）次回（第９回）は令和８年１月

２５日（日）を予定。 

（３）第９回については地域猫活動協

力員の周知啓発等を行う地域猫イ

ベントを同時開催予定。 

【参考】前回実施結果 

（１）日時：令和７年６月１日（日）

（２）入場者数：３４２名

（３）譲渡先内定：３９匹中２７匹

１ 譲渡会 

令和７年９月 

２８日（日） 

正午～午後３時 

中央本町一丁目

１７番１号 

本庁舎１階議会

棟エントランス

ほか 

２ 区パネル展

示 

令和７年９月 

２０日（土）か

ら３０日（火） 

中央本町一丁目

１７番１号 

本庁舎１階アト

リウム

・あだち広

報９月

１０日号

・区ホーム

ページ

・SNSで情

報発信等
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年８月２０日 

件 名 令和７年度「ピンクリボンあだち」の開催について 

所管部課名 衛生部データヘルス推進課 

内 容 

 国の乳がん月間に合わせて、１０月は以下のとおり乳がん啓発イベントを

開催する。 

がんの治療を受けながら働く区民も増えているため、今年度は、これまで

の「乳がんの早期発見・早期治療」の啓発のほか、「がんとの共生」を新た

なテーマに追加する。 

想定参加者や実施内容は各テーマで異なることから２日制（昨年度は１日

のみ）とし、２日目は「すこやかプラザ あだち」にて、東京女子医科大学

附属足立医療センターと連携した講演会を予定する。 

令和７年度の開催内容 

１日目 ２日目 

（１） 

日時 

１０月１８日（土） 

１３時～１６時 

１０月１９日（日） 

１３時３０分～１５時３０分 

（２） 

会場 

庁舎ホール すこやかプラザ あだち 

大研修室 

（３） 

テーマ

乳がんの早期発見・早期治療 がんとの共生 

（乳がんの治療と仕事の両立） 

（４） 

想定 

参加者 

ア ４０歳以上で乳がん検診 

を受診していない方 

イ 将来乳がん検診を受診す

る若年層の方 

乳がんの治療を受けながら 

仕事を続けている方 

（５） 

内容 

ア 講演会

① たんぽぽの会

山野昭子 氏

② (一社)足立区医師会

大塚恒博 氏

（大塚ﾌﾞﾚｽﾄｹｱｸﾘﾆｯｸ

  院長） 

八巻秀人 氏 

（柳原ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 

病院院長） 

③ 聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学

ﾌﾞﾚｽﾄ＆ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

ア 講演会

① 東京女子医科大学附属

足立医療ｾﾝﾀｰ乳腺外科

教授 平野 明 氏

助教 石橋祐子 氏

② (一社)ｷｬﾝｻｰﾌｨｯﾄﾈｽ

代表理事

広瀬眞奈美 氏

③ 乳がん体験者ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

境谷千恵子 氏

イ キャンサーフィットネス体験

ウ 「すこやかプラザ あだち」 
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院長 

    福田 護 氏 

イ ダンスイベント 

  （子どもを中心とした区 

内ダンスチームによる

ダンスショー） 

ウ 乳がん検診車体験 

エ アピアランスケア用品の 

 展示・装着体験 ほか 

を拠点とした互助グループ創 

設の呼びかけ 

エ アピアランスケア用品の展

示・装着体験 ほか 

（６） 

主催 

ア ピンクリボンあだち 

実行委員会 

イ 足立区（共催） 

足立区 

（７） 

協力 

ア たんぽぽの会 

（足立区乳がん体験者の会） 

イ 城北ヤクルト販売（株） 

ウ 俊秀会エヌ・ケイ・クリニック  

エ （一社）足立区医師会 

 ほか 

ア 東京女子医科大学附属 

  足立医療センター 

イ （一社）キャンサーフィットネス  

ほか 
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年８月２０日 

件   名 令和７年６月 食育月間の取組結果について 

所管部課名 
衛生部こころとからだの健康づくり課 

シティプロモーション課、学務課、子ども施設指導・支援課 

内 容 

今年度の食育月間は、昨年度から引き続き、楽（らく）して、楽（たの）

しく野菜を食べることをコンセプトとした「楽（らく）ベジ」をテーマに、

啓発を実施した。その結果を報告する。 

１ 「楽ベジメニューを食べてプレゼントを当てよう！」企画 

（１）取組結果 

普段あまり野菜を食べていない方も楽しみながら食べられるよう、あだ

ちベジタベライフ協力店３３店舗で楽ベジメニューを提供。 

注文された方に、アップルウォッチやホットプレート等のプレゼントが

抽選で１０３名に当たる応募カードを配付。 

実施店舗数 33店舗 

提供食数 3,503食 

応募数 
964件 

（R6年度 676件※） 

応募実人数 778人 

実施店舗数にオンラインでミールキットを販売する区内企業含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）応募者の感想・意見等 

ア 今まで野菜を意識していなかったが、これを機に食べていきたい。 

イ 野菜たっぷりで美味しいものを食べるだけで応募出来、嬉しい。

来年も楽しみ。 

２ 野菜を食べて、ベジチェックにチャレンジ 

（１）取組結果 

手をかざすだけで野菜の推定摂取量がわかる「ベジチェック」に参加

し、国が推奨する１日３５０ｇ以上だった方に上記１の企画と同様の応

募カードを配付。 

※ 令和 6年度は、クッ

クパッド「東京あだち

食堂」の楽ベジメニュ

ー15品から、作ってみ

たいレシピに投票した

方に抽選で当たるプレ

ゼント企画を実施。 

応募者の 65％が食

育月間のメインタ

ーゲットである 

「30代～50 代」

の働き世代で 

あった。 

ｎ＝778 （人） 
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内 容 

 

ベジチェック実施数 延べ 1,524人 

応募カード配付数（350ｇ以上の方）    782枚 

応募数    445件 

応募実人数    429人 
 

（２）応募者の感想・意見等 

ア 親子で参加し、この企画のおかげで野菜を摂ることを子どもにも考え

させることができた。 

イ ベジチェックで３５０ｇ以上の人への応募カードを配付は、野菜を食

べることへのモチベーションアップにつながるので良い。 

（３）食育月間ベジチェック特設会場・実施数 

実施日 会 場 実施数 

6/1(日) 舎人地域学習センター 150人 

6/7(土) ギャラクシティ 266人 

6/8(日) ポンテポルタ千住 338人 

6/13(金) 足立成和信用金庫 竹の塚支店 129人 

6/14(土) イトーヨーカドー アリオ西新井店 211人 

6/24(火) ルミネ北千住社員食堂 89人 

6/28(土) ポンテポルタ千住 341人 

合計 1,524人 

※ すこやかプラザ あだちはベジチェックを常設 

（４）セブン‐イレブンでベジチェック 

セブン‐イレブンとカゴメ㈱との連携により、６月の食育月間から１１ 

月の糖尿病月間までの６か月間、区内２４店舗にベジチェックを設置。 

 

 

 

 

   

３ 応募企画プレゼント別応募数 ※両企画（上記１と２）の応募合計数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※（ ）内は当選者数 応募数（件） ｎ＝1,409 

 6月～8月  1か月毎に 8店舗ずつ設置 

自分の野菜摂取レベルを測定 
↓ 

 9月～11月  3か月後に再設置 

継続的な野菜摂取を応援 
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４ 区内青果店（北足立市場協会）との連携 

地域の青果店で６月１９日の食育の日に、野菜を購入した方へベジタベ

エコバッグ・野菜レシピをプレゼント。２８店舗（令和６年度２９店舗）、

各店舗２５名。 

５ 「ちょこ活」の推進 

毎日の生活に無理なく運動を取り入れる「ちょこ活」を啓発。５０種類

以上あるウォーキングコース及びしょうぶまつり＆世界の食広場（スタン

プラリー）をリーフレット・ホームページにより紹介。 

６ 企業との連携 

 連携先 内容 

⑴ セブン-イレブ

ン 

ア 楽ベジメニュー「小松菜のバター醤油パス

タ」「6品目のこまツナサラダ」の販売（足

立区全域約 140店舗と近隣区でも販売） 

イ おいしい給食メニュー「えびクリームライ

ス」を４年連続販売（都内計 14区） 

ウ ベジチェックの実施 前頁２（４）参照 

エ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑵ ポンテポルタ

千住 

ア 6月中、ショッピングモール全体で「ベジ食

べフェスタ」を開催。スタンプラリーや野菜の

収穫等の体験型イベント、ベジチェック測定会

（6/8，6/28）を実施、参加者 3,136人 

イ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑶ ライフ ア ライフ（ポンテポルタ千住店）ではベジチェッ

ク測定会（6/8）に合わせ、たべものクイズラリ

ーを開催 

イ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑷ イトーヨーカ

ドー、ヨーク 

ア アリオ西新井店では、食品売り場のクッキング

サポートでベジチェック測定会と楽ベジメニュ

ーの実演及び試食（189食提供）を実施 

イ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑸ 北千住マル

イ 

ア 懸垂幕「楽ベジ始めませんか！」を設置 

イ 楽ベジメニューを食べてプレゼントを当てよう

企画に 8店舗参加 

ウ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑹ ルミネ北千

住 

ア 社員食堂で週 1 回、野菜や栄養バランスに配

慮した「楽ベジメニュー」を提供 

イ 従業員向けベジチェックの実施 

ウ のぼり旗・ポップ等の掲出 
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⑺ キユーピー

（株） 

ア ギャラクシティで食育教室を開催

イ 「サラダ」をテーマに区とコラボレシピを作成

し、区内スーパーの食品売り場等で啓発

⑻ 味の素（株） 「中華」をテーマに区とコラボレシピを作成し、

区内スーパーの食品売り場等で啓発 

⑼ 城北ヤクルト

販売（株） 

ア アプリ、ホームページにて食育月間ＰＲ

イ リーフレットの配布協力

⑽ 足立成和信

用金庫 

ア 竹の塚支店のイベント（マルシェ等）にてベジ

チェック測定会（6/13）を実施

イ 社員食堂で月間中２回「楽ベジメニュー」を提

供 

ウ リーフレット配布協力

エ のぼり旗・ポップ等の掲出

⑾ ベルクス のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑿ 東武ストア のぼり旗・ポップ等の掲出 

⒀ 無印良品 ルミネ北千住店、アリオ西新井店で、のぼり旗・

ポップ等の掲出 

⒁ デニーズ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⒂ （株）すかい

らーくホール

ディングス 

区内ガスト、藍屋、夢庵、桃菜、バーミヤン、 

しゃぶ葉で、のぼり旗・ポップ等の掲出 

⒃ 日高屋 のぼり旗・ポップ等の掲出 

⒄ 大戸屋 のぼり旗・ポップ等の掲出 

⒅ 明治安田生

命保険相互

会社 

リーフレット配布協力

⒆ 第一生命保

険（株） 

リーフレット配布協力

⒇ 日本生命保

険相互会社 

リーフレット配布協力

７ 区内大学との連携 

学食を保有する帝京科学大学、東京電機大学、東京未来大学、文教大学

にて、のぼり旗・ポップ等を掲出、大学生にベジタベ事業をＰＲ。 

８ おいしい給食事業との連携 

（１）もりもり給食ウィーク（６月１６日～２０日）や野菜の日等での啓発。

（２）区立・私立保育園、幼稚園での小松菜栽培及び調理体験等の実施

（２１９施設）。 
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（３）区立・私立保育園及び中央図書館・地域図書館でのひと口目は野菜から

チャレンジシートの実施（１８３箇所）。

９ 区民への周知 

（１）あだち広報５月２５日号

（２）リーフレット配布及びポスター掲示

【主な配布・掲示場所】

ア あだちベジタベライフ協力店

イ 地域学習センター、図書館等の区内施設

ウ 区立・私立保育園、幼稚園、区立小学校

エ 元気な職場づくり応援事業所

（３）ホームページ等を活用した情報発信

ア 区ホームページ

イ Ａメール・ＳＮＳ（Facebook、Ｘ（旧 Twitter）、LINE）

（４）本庁舎でのＰＲ

ア 懸垂幕、横断幕の設置

イ アトリウム展示（６月２日～６月１３日）
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厚 生 委 員 会 情 報 連 絡 

令和７年８月２０日 

件 名 
江北保健センターにおける健康チェック機器体験など新規事業の利用状況に

ついて 

所管部課名 衛生部足立保健所江北保健センター 

内 容 

「すこやかプラザ あだち」のオープンに合わせて、江北保健センターに

おいて開始した新規事業について、令和７年４月２１日～６月末現在の利用

状況を報告する。 

１ 健康チェック機器体験 

（１）健康チェック機器利用者数及び、機器ごとの平均利用者数

１日あたり約３０人、さらに機器種類の拡大日(６月末までの９回)は

その２.３倍の約７０人の利用が継続している。 

※１ カウント機能のない血圧測定を除く

※２ 機器種類の拡大日は毎週月曜(祝日･年末年始を除く)

午前９時３０分～１１時３０分、午後１時３０分～３時３０分 

（２）拡大日における利用者の状況

ア 男女別（男性：女性≒１：３）

常設日 毎週(月)拡大日 

6月末までの延べ利用者数 
約1,850人 

平均29.8人/日 
626人 

平均69.5人/日 

チェック機器 ※1 常設日平均 毎週(月)拡大日平均 ※2 

ＡＧＥｓ（体内糖化度） 29人 71人 
骨健康度 30人 77人 

脳年齢 27人 71人 

血管年齢 27人 71人 

推定野菜摂取量 31人 73人 

内臓脂肪 61人 

血圧脈波 63人 

体組成計 68人 

ヘモグロビン量 69人 

肌年齢 69人 

口腔運動 66人 

口腔細菌 63人 

男性

149人

24%女性

471人

75%

不明

6人

1%

▲ 6/23(月)拡大日の様子

N＝626

11



 

  イ 年代別（７０代をピークに年代が進むほど利用が増加） 

   

ウ 居住地域別（西部地域が多いものの区内全域から利用） 

      

２ ６０歳からの健康リスタート事業 

（１）参加者数（各回定員２５人） 

夜間開催以外では申込者数はほぼ満員となり、高いニーズが継続して

いる。６月２１日以降は、直前のキャンセル対策として、定員＋３人

（＝２８人）の申込みを受入れるよう改善した。 

実施日 申込者 参加者 参加率(対定員 25人) 

4/25(金) 25人 22人 88％ 

5/17(土) 25人 19人 76％ 

5/23(金) 25人 21人 84％ 

5/31(土) 24人 11人 44％ 

6/13(金)夜間 9人 6人 24％ 

6/21(土) 28人 26人 104％ 

6/25(水) 28人 24人 96％ 

合 計 164人 129人 74％ 

 

～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90歳～

男性 0人 1人 9人 9人 19人 36人 38人 35人 2人

女性 1人 15人 12人 36人 70人 95人 162人 77人 3人

割合 0.2% 2.6% 3.4% 7.3% 14.3% 21.1% 32.2% 18.1% 0.8%

0

50

100

150

200

250 （人）

N＝579 
※在勤、不明者等 47 人を除く 

１６３人 

６４人 

４２人 

２２人 

３９人 

７９人 ３４人 

２５人 

３２人 

１７人 

１９人 

２９人 ２人 

１０人 

２人 

60代～70代
で 5割を超える 

N＝620 
※不明者 6人を除く 

 
定員＋３人
へ変更 

すこやかプラザ 
あだち 
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（２）参加者の状況

ア 男女別（男性：女性≒２：３）

イ 居住地域別（区内全域から参加）

３ 健康コンシェルジュ（健康相談専任の保健師と助産師を常設） 

（１）相談数（常設化により１２倍へ。行動変容のきっかけを提供。）

R6.4-6 相談数 R7.4-6 相談数 

24人 288人 

（２）相談内容（複数回答）

相談内容 全体 男性 女性 

プレコンセプションケア相談 ※ 16件 2件 14件 

一 
般 
健 
康 
相 
談 

からだの不調 270件 65件 205件 

こころの不調 10件 1件 9件 

受診相談・病院探し 4件 1件 3件 

健診・予防接種 3件 1件 2件 

その他 5件 2件 3件 

※ プレコンセプションケア

【例】不妊、妊娠・出産、妊娠前の健康管理、更年期の健康相談等

男性

46人

36%
女性

83人

64%

▲ 具だくさん味噌汁の調理体験の様子

N＝１２9 

１０人 

１３人 

８人 

６人 

５人 

１３人 
１０人 

１３人 

１１人 

５人 

８人 

１４人 ５人 

５人 

３人 

N＝１２９ 

すこやかプラザ 
あだち 
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（３）相談者の状況

ア 男女別（男性：女性≒１：３）

イ 年代別

（チェック機器体験後の即時相談が多く、機器利用者割合と近似）

ウ 居住地域別（西部地域が多いものの区内全域から利用）

４ 今後の方針 

事業開始後３か月を経過したが、健康リスタート教室参加後もチェック

機器を活用した健康管理の継続や、チェック機器体験後のコンシェルジュ

への即時相談による不安や疑問の解消など、３事業間の相乗効果があらわ

れ始めている。引き続き、事業ＰＲを継続しつつ、機を逃さず支援してい

くことで､健康行動を実践できる区民が増加していくよう事業を推進する。 

男性

69人

24%女性

219人

76%

～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90歳～

男性 0人 1人 2人 4人 10人 13人 21人 14人 1人

女性 2人 1人 8人 13人 28人 50人 81人 30人 0人

割合 0.7% 0.7% 3.6% 6.1% 13.6% 22.6% 36.5% 15.8% 0.4%

0

20

40

60

80

100

120

N＝２８８ 

８４人 

３５人 

２０人 

８人 

２０人 

３５人 
１２人 

１０人 

１２人 

１１人 

９人 

１２人 ２人 

３人 

２人 

N＝2７９ 
※不明者９人を除く

N＝２７５ 
※区外、不明者等１３人を除く

60代～70代で
６割近くを占める 

（人）

すこやかプラザ 
あだち 
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